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新 しいコミュニケーションの形 ？ 
  

 どこにでもありそうな日常の風景かもしれませんが，少 

し気になる出来事がありました。 

 

 妻とある店にラーメンを食べに行ったときのことです。 

私たちの隣のテーブル席に５人の家族連れが後から来て座 

りました。おじいちゃん，おばあちゃん，お母さんの大人 

３人と中学生，高校生ぐらいのお嬢さんが２人です。 

 聞き耳を立てていたわけではないのですが，注文し，しばらくの間ラーメンを待

ち，運ばれて来て食べ終わるまで，隣の大人３人と２人のお嬢さんの間には，会話

がまったくありませんでした。なぜなら，２人の眼はスマホの画面にずっと釘付け

で，指は忙しそうに画面の上を動き続けていたからです。 

２人は椅子に反っくり返り，ガムを噛み，足を前に投げ出してスマホをやり続け

ていました。私に聞こえた２人の言葉は，「ワタシ，ミソ」「ワタシは，シオ」だけ

でした。そして，ラーメンを食べている最中も２人ともスマホをやめることはあり

ませんでした。まったく見ず知らずの人たちのこと，別に悪気もなく，誰にも迷惑

もかけていないようにも思われる行動です。ですから，むしろ気にする方がおかし

いのかもしれません。 

こういったスマホや携帯電話でのメールの“やりとり”の仕方が新しいコミュニ

ケーションの形なのかもしれません。しかし，最近はメールの返事を待つためにス

マホを片時も自分の側から離せない「メール依存症」の若者が爆発的に増えている

のも現実だそうです。 

  

若い頃に先輩から，「大切な話は電話ではなく，必ず会って，顔と顔を合わせてし

なさい」と助言されました(もちろんメールなどない時代のことです)。上司からは，

「電話をする時は，相手が迷惑な時間でないかを考えてしなさい」と指導を受けま

した。親からは，「相手の目を見て話をしなさい」と口を酸っぱくして言われました。 

 コミュニケーションとは，そういうふうにするものだと思いながら歳を重ねてき

た私にとっては，目の前にいる家族や友だちよりもスマホが大切という心理は理解

しにくいものです。 

 まさか，隣のテーブルの家族の在り方を注意するわけにもいきませんが，似たよ

うな事が自分の勤める学校であれば、烈火のごとく怒こり出したかもしれません。

私は，「家族の中の誰かが注意すればいいのに」と思いながら店を出てしまいました。 

自分の言葉で伝えよう みんな笑顔になろう 元気な体をつくろう 
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 １年生が国語の「おみせやさんごっこ」で書いた“ちらし”を紹介します。１年

生は，生活科で作ったいろいろなものでお店を開きます。この“ちらし”は，たく

さんの人たちからお店に来てもらえるように作ったものです。入学してからもうす

ぐ１年，言葉をたくさん覚え，読みやすい文が書けるようになりました。 
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１年生は生活科の学習で，木の実や木の葉，小枝などを使っ 

て素敵なものをたくさん作りました。木の葉を封じ込んだ葉書 

や栞，松ぼっくりのぶたさん，小枝のうさぎさん……。どれも 

かわいらしく工夫したものばかりです。作る時には，上越教育大学の木下先生や藤

崎の竹田さんからも手伝ってもらいました。 

 国語で書いた“ちらし”は，自分たちのお店で２年生やお家の方々に買ってもら

うために作ったものです。もちろん，本当のお金で売り買いするわけではありませ

んが，一生懸命作っただけに，お客様にはできるだけたくさん来てもらいたいもの

です。そのために，工夫したことやよくできたところを思い出しながら一生懸命に

書いていました。 

 現代は，工夫して手作りをする必要がない，物が身の回りに溢れている時代です。

それだけに，この学習活動を見ながら，あらためて，自分の手で何かを作ることが

いかに大切かということを感じ取ることができました。 

手作りのよさ 
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 作 文 ( ち ら し ) 紹 介 
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